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要 旨   

 

アルコール関連認知症（ARD）は、アルコール使用障害（AUD）における一般的かつ重篤な

併存疾患である。我々は、脳内鉄過剰症（BIO）が、これまで無視されてきた重要な発症

プロセスであり、AUDの認知機能低下を促進することを提案する。さらに、AUDでは頻繁

に欠乏するチアミンが、このプロセスの重要な調節因子であることを示唆している。チア

ミンの欠乏は、血液脳関門の完全性を損ない、それによって鉄が脳を通過し、蓄積する。

この仮説は、本稿で取り上げた動物実験、トランスレーショナルリサーチ、神経画像研究

から得られた知見に基づいている。この仮説を検証するためには、AUDにおける脳の鉄の

ホメオスタシスに焦点を当てたトランスレーショナル研究や、AUDにおける BIOの有病率

と臨床的影響を調査する前向き臨床研究を行う必要がある。もし、この仮説が正しいこと

が証明されれば、AUDに対する理解が変わり、AUDの予防や治療における新たな治療的介

入につながる可能性がある。 

 

 


